




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Koyama Family Papers: An Introduction to Maritime History of Kumano
に
継
承
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
本
共
同
研
究
に
お
い
て
は
、
熊
野
水
軍
の
な
か
で
も
豊
富
な
文
書
を
有
す
る
小
山
氏
を
中
心
に
、
熊
野
の
武
士
た
ち
の
存
在
形
態
・
動
態
を
押
さ
え
る
こ
と
で
、
紀
伊
半
島
沿
岸
部
・
紀
伊
水
道
の
海
域
史
を
探
る
た
め
の
視
座
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
（
（
（
る
。
特
に
、
紀
伊
半
島
（
と
り
わ
け
熊
野
）
は
太
平
洋
岸
航
路
の
要
衝
で
、
東
日
本
・
西
日
本
と
の
交
流
を
知
る
う
え
で
も
重
要
な
地
域
に
相
当
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
献
史
料
・
考
古
資
料
と
も
に
数
が
十
分
で
な
い
う
え
、
検
討
で
き
る
よ
う
な
環
境
も
未
だ
整
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
紀
伊
半
島
沿
岸
部
で
勢
力
を
誇
っ
た
武
士
た
ち
の
本
拠
景
観
と
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
一
端
に
迫
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
し
か
も
、
熊
野
の
武
士
た
ち
は
、
同
時
に
熊
野
三
山
の
門
前
な
ど
に
も
居
住
し
た
御
師
や
問
丸
で
あ
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
自
ら
が
各
地
へ
動
く
と
同
時
に
、
熊
野
へ
人
・
モ
ノ
を
誘
引
す
る
地
域
の
担
い
手
と
も
評
価
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
な
勢
力
が
、
ど
の
よ
う
な
場
所
を
拠
点
（
城
館
と
浦
・
湊
と
の
関
係
）
と
し
て
抑
え
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
勢
力
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紀
伊
半
島
南
部
沿
岸
地
域
の
海
域
史
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
通
し
で
あ
る
。
　
そ
う
い
っ
た
点
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
好
素
材
が
、
紀
州
小
山
家
文
書
と
考
え
る
。
紀
州
小
山
家
文
書
の
検
討
を
ベ
ー
ス
に
置
き
つ
つ
、
上
記
の
課
題
を
検
討
し
て
い
く
が
、
詳
し
く
は
報
告
書
の
論
考
編
・
資
料
編
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
総
論
に
お
い
て
は
、
小
山
氏
の
本
拠
、
熊
野
の
武
士
た
ち
の
海
域
で
の
活
動
の
紹
介
を
中
心
に
、
熊
野
の
海
域
史
を
考
え
る
た
め
の
素
材
を
提
供
し
た
い
。
一
　
西
向
小
山
氏
の
本
拠
と
そ
の
性
格
1
　
西
向
小
山
氏
の
本
拠
家
、
さ
ら
に
神
宮
寺
、
二
部
の
小
山
家
ま
で
加
え
て
総
合
的
に
研
究
を
進
め
る
な
ら
ば
、
阿
波
国
ま
で
含
む
熊
野
水
軍
の
実
態
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
」
と
先
駆
的
に
述
べ
（
（
（
る
。
西
向
小
山
家
文
書
を
調
査
・
公
開
し
た
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
が
蓄
積
す
る
成
果
も
活
用
し
な
が
ら
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
網
野
氏
の
見
通
し
を
発
展
的
、
か
つ
批
判
的
図 1　熊野武士勢力図
16
勧
請
し
た
と
伝
え
る
日
吉
神
社
が
鎮
座
す
る
。
日
吉
神
社
は
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
【
史
料
（
】『
紀
伊
続
風
土
記
』
三
前
郷
　
池
口
村
の
項
村
中
に
あ
り
、
中
湊
・
西
向
・
神
川
、
三
箇
村
の
産
土
神
な
り
、
社
は
当
村
領
に
あ
れ
ど
も
、
当
村
の
産
土
神
に
あ
ら
ず
、
拝
殿
あ
り
、
応
永
元
年
十
二
月
小
山
五
郎
左
衛
門
隆
春
の
一
族
勧
請
の
棟
札
あ
り
〈
今
西
向
小
山
氏
所
持
す
〉、
土
人
伝
へ
い
ふ
、
小
山
氏
三
（
山
（
王
権
現
を
信
仰
し
て
、
領
地
の
内
、
今
の
社
地
を
見
立
て
造
　
紀
州
小
山
氏
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
熊
野
の
沿
岸
部
で
蜂
起
し
て
い
た
「
熊
野
海
賊
」
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
、
関
東
か
ら
派
遣
さ
れ
た
御
家
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
兄
（
ま
た
は
弟
）
の
経
幸
が
日
置
川
流
域
（
三
箇
荘
久
木
）
に
、
弟
（
ま
た
は
兄
）
の
実
隆
が
古
座
川
流
域
（
塩
崎
荘
西
向
浦
）
に
定
着
し
、
そ
れ
ぞ
れ
久
木
小
山
氏
と
西
向
小
山
氏
と
な
っ
た
。
西
向
小
山
氏
に
つ
い
て
は
、
網
野
善
彦
氏
が
西
向
小
山
家
文
書
の
紹
介
と
解
説
を
す
る
な
か
で
、
詳
細
に
検
討
を
加
え
て
い
（
（
（
る
。
西
向
小
山
氏
の
祖
と
さ
れ
る
小
山
実
隆
は
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
左
衛
門
少
尉
に
任
じ
ら
れ
【
西
向
一
号
】、
以
後
も
南
朝
方
に
属
し
（
一
時
期
北
朝
方
に
も
与
し
図 2　古座川河口部の西向小山氏関係地図
て
い
た
か
）
戦
っ
て
い
た
。
特
に
、
小
山
実
隆
は
「
熊
野
山
上
綱
」
で
あ
っ
た
こ
と
【
西
向
九
号
】、
ま
た
瀬
戸
内
・
阿
波
・
淡
路
で
の
戦
い
に
関
わ
っ
て
い
た
【
西
向
七
・
八
号
な
ど
】
点
が
注
目
さ
れ
る
。
史
料
に
も
「
出
向
海
上
」「
早
船
」
と
も
あ
ら
わ
れ
【
西
向
八
・
九
号
】、
ま
さ
に
紀
伊
水
道
を
ま
た
に
か
け
て
活
動
す
る
水
軍
領
主
で
あ
っ
た
。
　
西
向
小
山
氏
の
定
着
時
期
に
つ
い
て
は
明
証
を
欠
く
が
、
屋
敷
の
鎮
守
と
さ
れ
る
稲
荷
神
社
が
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）、
氏
神
と
さ
れ
る
日
吉
神
社
が
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
後
述
）、
概
ね
南
北
朝
～
室
町
初
期
に
定
着
し
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
西
向
小
山
氏
は
、
古
座
川
河
口
部
（
串
本
町
）
に
本
拠
を
形
成
し
て
い
た
【
図
（
】。
Ｊ
Ｒ
紀
勢
線
古
座
駅
周
辺
が
小
山
氏
の
屋
敷
跡
と
伝
え
（
実
際
に
近
代
史
料
で
も
場
所
を
確
認
で
き
る
）、
現
在
「
小
山
井
戸
」（
串
本
町
指
定
史
跡
）
が
残
る
。
付
近
に
は
「
土
井
」「
竹
ノ
鼻
」
と
い
う
領
主
居
館
を
想
定
さ
せ
る
地
名
も
残
る
。
さ
ら
に
付
近
に
は
菩
提
寺
の
成
就
寺
・
六
勝
寺
、
裏
山
に
小
山
城
跡
（
鎮
守
の
稲
荷
神
社
）
も
残
（
（
（
る
。
　
古
座
川
を
少
し
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
小
山
氏
が
応
永
元
年
に
17
総　論 熊野水軍小山家文書の総合的研究―熊野の海域史・序論―
【
史
料
（
】
日
吉
神
社
棟
札
写
（
表
）
　
中
七
社
　
八
王
子
　
王
子
宮
　
早
尾
　
大
行
事
　
聖
女
　
　
気
比
　
牛
御
子
　
　
　
　
　
虚
空
蔵
　
文
殊
　
　
不
動
　
毘
沙
門
　
如
意
輪
　
聖
観
音
　
大
威
徳
　
上
七
社
　
大
宮
権
現
　
地
主
権
現
　
聖
真
子
　
八
王
寺
　
客
人
　
十
禅
　
三
宮
　
　
　
　
　
本
地
釈
迦
　
本
地
薬
師
　
阿
弥
陀
　
千
手
　
十
一
面
　
普
賢
　
地
蔵
　
下
七
社
　
小
禅
師
　
新
行
事
　
岩
滝
　
悪
王
子
　
山
末
　
剣
宮
　
龍
寸
弥
勒
　
　
　
　
　
吉
祥
天
女
　
弁
才
天
　
摩
利
支
天
　
不
動
　
大
日
　
日
光
　
月
光
（
裏
）右
造
立
、
山
王
宮
、
応
永
元
歳
甲
九
月
二
十
九
日
、
一
族
等
信
心
、
三
禮
勧
請
申
所
如
件
、
花
子
三
十
五
ハ
イ
並
御
ホ
コ
ノ
ヤ
ク
一
人
カ
イ
サ
［
　
　
　
　
　
］
モ
ニ
九
人
也セ
人
ノ
ヘ
イ
サ
ミ
御
マ
ク
ノ
サ
イ
一
ク
ロ
ノ
一
牛
蒡
一
ニ
［
　
　
　
　
］
一
ム
キ
マ
メ
一
ア
オ
イ
キ
ク
ツ
カ
タ
ノ
モ
チ
イ
一
サ
ン
五
［
　
　
］
ウ
エ
［
　
　
　
］
カ
イ
ヲ
ミ
ナ
ノ
サ
ク
ヘ
シ
幷
ニ
侍
ヤ
ク
人
ヲ
一
和
田
カ
ケ
イ
　
一
方
人
ノ
七
郎
　
一
古
田
　
一
カ
ス
エ
　
一
小
山
ヤ
六
郎
一
北
太
郎
　
　
一
ヤ
三
郎
　
一
ホ
コ
モ
チ
　
ミ
ヤ
ラ
七
人
　
　
二
人
ミ
　
幷
ニ
　
一
沖
ウ
　
一
橋
爪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
工
藤
原
　
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
小
山
氏
の
一
族
（
小
山
弥
六
郎
が
当
時
の
惣
領
か
）
が
勧
請
し
た
こ
と
、
そ
し
て
当
時
か
ら
日
吉
二
十
一
社
を
祀
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
分
か
（
（
（
る
。
裏
面
は
、
祭
祀
な
ど
の
役
や
供
え
物
の
次
第
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
十
分
に
意
味
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
、
西
向
小
山
氏
の
城
館
が
あ
っ
た
城
山
に
は
稲
荷
神
社
が
鎮
座
し
、
日
吉
神
社
の
遥
拝
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
営
し
、
一
族
共
に
氏
神
と
せ
し
社
に
し
て
、
中
湊
村
等
三
箇
村
は
一
族
多
か
り
し
か
ば
、
今
に
至
る
ま
で
三
箇
村
の
氏
神
と
す
る
な
り
、
後
、
寛
永
十
七
年
、
高
川
原
摂
津
守
の
末
葉
六
右
衛
門
尉
、
再
建
に
依
り
て
祭
礼
の
座
に
小
山
氏
の
子
孫
を
左
の
上
座
と
し
、
高
川
原
の
子
孫
を
右
の
上
座
と
す
〈
但
し
右
の
上
座
は
今
は
出
席
せ
ず
〉、
什
物
、
本
地
仏
の
鏡
八
面
、
本
像
二
十
一
体
有
り
。
又
地
引
網
一
帖
あ
り
。
古
よ
り
宮
に
属
し
、
網
に
て
祭
礼
の
前
日
に
は
、
供
物
の
鯛
を
漁
る
網
な
り
し
に
、
今
稼
網
と
な
り
、
中
湊
網
と
云
う
、
中
湊
村
は
海
村
な
ら
ざ
れ
ど
も
此
一
帖
は
漁
事
を
な
す
こ
と
を
許
さ
る
、
　
日
吉
神
社
は
小
山
隆
春
が
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
勧
請
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
と
い
う
の
も
、
小
山
隆
春
は
山
王
権
現
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
小
山
一
族
が
中
湊
・
西
向
・
神
野
川
に
多
か
っ
た
た
め
、
三
か
村
（
現
在
は
中
湊
、
原
町
〈
西
向
〉、
目
津
・
大
浦
〈
西
向
〉、
神
野
川
の
四
地
区
）
の
氏
神
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
後
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
高
川
原
氏
が
再
建
し
た
た
め
に
、
祭
礼
（
着
座
）
の
際
に
は
小
山
氏
と
高
川
原
氏
が
左
右
に
分
か
れ
て
上
座
に
座
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
が
編
さ
ん
さ
れ
た
天
保
（
十
九
世
紀
前
半
）
頃
に
は
高
川
原
氏
は
「
右
の
上
座
」
に
は
出
席
し
て
お
ら
ず
、
衰
退
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
高
川
原
氏
も
古
座
川
流
域
に
勢
力
・
拠
点
を
有
し
た
熊
野
水
軍
の
一
つ
で
あ
（
（
（
る
。
　
さ
て
、
小
山
氏
が
日
吉
神
社
を
勧
請
し
た
と
記
す
棟
札
が
以
前
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（『
紀
伊
続
風
土
記
』
で
も
西
向
小
山
家
が
所
持
し
て
い
る
と
あ
る
）。
戦
前
に
旧
古
座
町
内
の
歴
史
を
丹
念
に
調
査
研
究
し
た
中
根
七
郎
氏
は
『
神
社
と
古
座
』
の
な
か
で
、「
当
時
の
古
き
棟
札
あ
り
。
今
、
其
遠
裔
小
山
弥
八
郎
、
之
を
襲
蔵
せ
り
。
之
を
見
る
に
底
辺
八
寸
許
り
、
高
さ
壱
尺
許
り
、
上
幅
七
寸
許
り
に
て
、
棊
子
の
形
を
な
し
た
る
厚
八
寸
許
り
の
古
き
木
札
な
り
。
全
体
茶
褐
色
と
な
り
、
記
載
し
た
る
文
字
煤
び
て
読
み
難
き
も
、
大
様
左
の
如
し
」
と
棟
札
の
形
状
や
状
態
を
報
告
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
続
け
て
棟
札
の
銘
文
を
紹
介
し
て
い
（
（
（
る
。
18
れ
た
地
名
が
西
向
小
山
氏
と
深
い
関
係
の
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
そ
の
地
名
を
見
て
み
る
と
、
古
座
川
右
岸
（
西
岸
）、
潮
岬
・
大
島
の
地
名
が
見
ら
れ
、
古
座
川
以
北
（
左
岸
）
の
地
名
は
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
、
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
古
座
川
左
岸
は
高
川
原
氏
が
勢
力
圏
と
し
、
日
吉
神
社
の
座
席
も
高
川
原
氏
と
西
向
小
山
氏
と
で
別
れ
て
座
し
て
い
た
こ
と
と
も
関
わ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
、「
池
口
南
殿
」「
彦
二
郎
殿
」「
蔵
土
上
殿
」
と
い
っ
た
殿
原
層
も
見
ら
れ
る
。
蔵
土
は
、
古
座
川
中
流
部
の
古
座
川
町
上
蔵
土
・
下
蔵
土
、
池
口
は
古
座
川
河
口
部
の
地
名
で
あ
り
、
古
座
川
流
域
の
殿
原
層
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
蔵
土
に
は
室
町
期
の
宝
篋
印
塔
も
残
る
。
同
じ
よ
う
に
「
惣
」「
惣
中
」
る
。
稲
荷
神
社
も
建
武
三
年
に
小
山
氏
が
創
建
し
た
と
伝
え
、
例
祭
の
際
に
は
、
獅
子
舞
が
日
吉
神
社
に
向
か
っ
て
奉
納
さ
れ
る
と
い
（
（1
（
う
。
日
吉
神
社
の
勧
請
に
は
小
山
氏
が
、
再
興
に
は
高
川
原
氏
が
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
日
吉
神
社
は
熊
野
水
軍
と
非
常
に
関
わ
り
合
い
が
深
い
神
社
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
室
町
初
期
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
末
尾
に
名
前
を
連
ね
て
い
る
人
々
は
、
「
侍
役
」
を
勤
め
て
お
り
、
村
の
侍
層
の
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
和
田
氏
・
橋
爪
氏
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
廻
船
問
屋
を
営
む
家
で
も
あ
り
、
古
田
も
古
座
川
河
口
の
村
名
で
あ
る
。「
一
族
等
信
心
三
禮
勧
請
申
」
と
あ
る
が
、
一
族
の
ほ
か
に
周
辺
の
有
力
者
も
関
わ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
氏
神
で
あ
っ
た
。
　
日
置
川
河
口
部
に
本
拠
を
構
え
て
い
た
安
宅
氏
も
、
南
北
朝
期
に
安
宅
荘
内
の
寺
社
の
整
備
を
推
し
進
め
て
い
（
（（
（
る
。
南
北
朝
～
室
町
期
に
か
け
て
、
領
内
の
寺
社
を
整
備
す
る
と
い
う
動
向
は
、
熊
野
の
武
士
た
ち
（
熊
野
水
軍
）
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
・
動
向
だ
ろ
う
。
南
北
朝
内
乱
の
過
程
で
、
熊
野
水
軍
は
熊
野
三
山
の
統
制
か
ら
離
れ
、
自
立
化
を
遂
げ
つ
つ
も
、
各
地
の
戦
場
に
か
り
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
一
段
落
つ
き
、
本
拠
地
で
活
動
を
再
開
す
る
な
か
で
、
地
域
内
の
寺
社
の
整
備
を
行
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
2
　
西
向
小
山
氏
と
古
座
川
流
域
の
地
域
社
会
　
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
の
南
光
坊
道
範
借
銭
状
に
は
「
古
座
小
山
（
（1
（
殿
」、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
潮
御
﨑
神
社
棟
札
に
は
「
大
旦
那
古
座
小
山
殿
」
と
あ
ら
わ
（
（1
（
れ
、
現
地
で
は
当
時
、「
古
座
小
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
西
向
小
山
氏
は
、
那
智
御
師
で
あ
る
南
光
坊
道
範
に
四
貫
五
〇
〇
文
を
貸
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
潮
御
﨑
神
社
の
造
営
に
あ
た
っ
て
も
大
旦
那
と
し
て
五
貫
文
（
以
上
）
の
負
担
を
す
る
な
ど
、
大
き
な
経
済
力
を
有
し
て
い
た
。
　
次
に
「
田
畠
之
日
記
・
か
い
と
ま
日
記
」【
西
向
二
二
号
】
か
ら
、
西
向
小
山
氏
が
関
係
し
た
土
地
を
見
て
み
よ
う
【
図
（
】。
欠
損
激
し
い
断
簡
で
あ
る
た
め
、
史
料
の
性
格
や
接
合
関
係
な
ど
明
ら
か
に
な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
載
さ
図 3　「田畠之日記・かいとま日記」にみえる地名
と
し
て
、「
蔵
土
惣
」
「
四
村
惣
中
」
が
見
え
る
。
四
村
に
つ
い
て
は
比
定
で
き
な
い
が
、
蔵
土
は
先
に
触
れ
た
古
座
川
中
流
域
の
村
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
「
惣
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
　
こ
の
よ
う
に
河
口
部
に
本
拠
を
形
成
し
、
山
間
部
の
地
域
と
も
関
わ
り
つ
つ
活
動
す
る
熊
野
水
軍
と
し
て
は
、
安
宅
氏
や
鵜
殿
氏
な
ど
が
類
似
19
総　論 熊野水軍小山家文書の総合的研究―熊野の海域史・序論―
れ
て
し
ま
う
（
以
後
、
久
木
小
山
氏
と
な
る
）。
久
木
小
山
氏
は
日
置
川
中
流
域
（
山
間
部
）
の
三
箇
荘
に
拠
点
を
構
え
た
【
図
（
】。
久
木
小
山
氏
の
本
拠
で
あ
る
三
箇
荘
久
木
周
辺
に
は
、
屋
敷
跡
（
付
近
に
は
「
的
場
」
の
小
字
も
残
る
）、
日
置
川
の
対
岸
に
は
、
向
平
城
、
菩
提
寺
の
徳
清
寺
、
氏
神
の
教
子
明
神
社
が
あ
っ
た
。
久
木
と
い
う
場
所
は
、
小
山
氏
が
来
住
す
る
以
前
に
当
地
で
勢
力
を
誇
っ
た
久
木
氏
の
本
拠
で
あ
り
、
そ
れ
が
引
き
続
き
本
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
　
教
子
明
神
社
の
勧
請
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
の
文
書
に
「
久
木
大
明
神
」
と
あ
ら
わ
れ
【
一
二
六
号
】、
教
子
大
明
神
社
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
神
主
職
が
名
主
層
と
お
ぼ
し
き
人
物
に
宛
て
が
わ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
荘
園
の
鎮
守
社
的
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
久
木
小
山
氏
の
氏
寺
と
伝
え
る
徳
清
寺
に
つ
い
て
は
、
縁
起
や
中
世
史
料
で
の
所
見
は
な
い
が
、
平
安
時
代
（
十
一
世
紀
）
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
、
同
じ
く
平
安
時
代
（
十
二
世
紀
）
の
釈
迦
如
来
坐
像
が
伝
え
ら
れ
て
い
（
（1
（
る
。
久
木
大
明
神
（
教
子
大
明
神
）
社
の
別
当
寺
的
な
存
在
と
し
て
、
平
安
期
よ
り
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
現
在
徳
清
寺
は
日
置
川
右
岸
へ
移
転
し
て
お
り
、
中
世
の
石
造
物
（
五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔
な
ど
の
残
欠
）
も
一
定
数
残
る
。
久
木
小
山
氏
が
本
拠
・
氏
神
・
氏
寺
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ
も
小
山
氏
来
住
以
前
か
ら
存
在
し
た
（
久
木
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
）。
す
な
わ
ち
、
久
木
氏
と
小
山
氏
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
が
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
（
さ
ら
に
は
近
代
ま
で
）
継
続
し
て
利
用
さ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
　
さ
て
、
久
木
小
山
氏
の
活
動
が
文
書
上
明
確
化
す
る
な
か
で
、
久
木
小
山
氏
は
具
体
的
に
日
置
川
流
域
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
、
本
拠
景
観
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
室
町
期
以
降
の
史
料
を
も
と
に
確
認
し
て
み
た
い
。
小
山
家
次
譲
状
【
一
二
号
】
に
は
、
向
平
に
「
ふ
な
つ
け
」
二
所
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
向
平
は
久
木
の
対
岸
に
あ
た
る
場
所
で
あ
り
、
久
木
小
山
氏
は
日
置
川
中
流
を
両
岸
か
ら
抑
え
て
い
た
（
向
平
城
が
築
か
れ
て
い
る
）。
し
か
も
「
ふ
な
つ
け
」、
す
な
わ
ち
「
船
付
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
点
が
重
要
だ
ろ
う
。
日
置
川
の
航
行
す
る
存
在
と
言
え
る
。
二
　
久
木
小
山
氏
の
本
拠
と
そ
の
性
格
1
　
久
木
小
山
氏
の
本
拠
　
小
山
氏
は
、
鎌
倉
時
代
の
末
期
に
熊
野
で
蜂
起
し
て
い
た
「
熊
野
海
賊
」「
熊
野
悪
党
」
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
御
家
人
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
久
木
小
山
家
文
書
に
は
小
山
氏
来
住
以
前
の
文
書
も
一
定
量
含
ま
れ
、
文
書
自
体
も
小
山
氏
が
宛
先
と
な
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
小
山
氏
来
住
以
前
に
は
、
西
牟
婁
地
域
で
は
久
木
氏
を
中
心
と
す
る
荘
官
層
が
割
拠
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
小
山
家
文
書
の
調
査
に
お
い
て
は
十
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
土
佐
国
大
忍
荘
「
安
芸
文
書
」
に
お
い
て
村
上
絢
一
氏
が
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
（
本
報
告
書
　
村
上
絢
一
「
土
佐
国
大
忍
庄
「
安
芸
文
書
」
の
成
立
過
程
」
参
照
）、
伝
来
経
緯
を
異
に
す
る
文
書
群
を
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
小
山
氏
来
住
以
前
の
問
題
（
地
域
社
会
の
様
相
）
を
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
も
今
後
求
め
ら
れ
よ
う
。
　
久
木
氏
は
日
置
川
中
流
の
久
木
を
本
拠
と
し
、「
政
所
」「
土
井
」
と
も
い
わ
れ
【
四
六
・
七
九
・
一
二
二
・
一
二
四
号
】、
ま
た
年
貢
・
公
事
な
ど
を
徴
収
す
る
「
三
ケ
庄
安
居
村
預
職
」
で
も
あ
っ
た
【
神
宮
寺
七
号
】。
こ
の
時
期
の
文
書
群
は
、
周
参
見
荘
・
安
宅
荘
・
生
馬
郷
（
荘
）・
富
田
荘
・
三
箇
村
に
関
わ
る
も
の
で
、
庄
司
・
政
所
・
地
頭
・
預
（
所
）・
公
文
・
代
官
な
ど
、
い
わ
ば
荘
官
層
に
関
わ
り
免
田
・
年
貢
な
ど
権
利
関
係
の
内
容
を
表
す
も
の
が
主
体
を
占
め
る
。
小
山
氏
以
前
の
勢
力
と
は
、
か
か
る
荘
官
層
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
久
木
明
神
社
（
教
子
明
神
社
）
の
神
主
職
は
名
主
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
お
り
【
一
二
六
号
】、
必
ず
し
も
荘
官
層
・
在
地
領
主
層
が
地
域
社
会
を
主
導
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
　
南
北
朝
期
以
降
、
小
山
氏
が
来
住
・
定
着
す
る
も
、
久
木
氏
に
名
跡
を
乗
っ
取
ら
20
図 4　日置川中流域の久木小山氏関係地図
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田
」
と
い
う
土
地
を
有
し
て
い
た
点
も
注
意
さ
れ
る
【
六
〇
号
】。「
前
田
」
は
安
宅
氏
の
本
拠
安
宅
本
城
付
近
に
あ
っ
た
土
地
で
、
こ
の
場
所
を
小
山
氏
が
子
孫
等
に
処
分
・
相
伝
し
て
い
た
【
一
二
号
】。
小
山
氏
は
山
間
部
に
拠
点
を
置
き
な
が
ら
も
、
複
数
の
河
川
流
域
の
所
領
、
河
口
部
の
土
地
を
有
す
る
こ
と
で
海
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
河
川
と
の
関
係
を
軸
と
し
て
、
紀
伊
半
島
西
南
沿
岸
部
の
地
域
・
所
領
す
る
川
船
の
存
在
を
想
定
さ
せ
る
。
特
に
室
町
期
以
降
、
久
木
小
山
家
文
書
に
は
土
地
売
券
が
増
え
る
が
、
向
平
（
向
出
原
）
村
の
土
地
が
多
く
を
占
め
る
。「
向
平
」
「
向
出
原
」
と
い
う
地
名
自
体
、
久
木
村
か
ら
見
た
命
名
で
あ
り
、
久
木
村
か
ら
開
発
が
進
め
ら
れ
た
村
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
河
川
中
流
域
の
拠
点
化
も
徐
々
に
進
行
し
て
い
た
。
　
久
木
小
山
家
文
書
に
は
土
地
売
券
な
ど
も
多
く
残
る
が
、
そ
れ
ら
は
主
に
室
町
期
（
特
に
俊
次
の
代
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
久
木
小
山
氏
が
日
置
川
流
域
（
安
居
・
向
平
・
宇
津
木
な
ど
）
で
相
博
・
売
買
な
ど
を
通
じ
て
、
土
地
を
集
積
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
売
買
は
、
周
辺
地
域
の
人
々
に
対
し
て
、
領
主
と
し
て
米
銭
を
融
通
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
結
果
、
土
地
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
道
者
な
ど
も
集
積
し
、
家
産
を
形
成
し
、
よ
り
在
地
と
の
関
係
が
緊
密
化
し
て
い
っ
た
。
2
　
久
木
小
山
氏
と
西
牟
婁
地
域
社
会
　
そ
の
一
方
で
、
久
木
小
山
氏
は
日
置
川
中
流
域
の
山
間
部
を
拠
点
に
し
て
い
た
こ
と
も
背
景
に
あ
り
、
山
林
資
源
・
山
の
支
配
権
（「
熊
野
奥
檜
山
支
配
」
権
）
を
有
す
る
存
在
で
も
あ
っ
（
（1
（
た
。
史
料
上
、
豊
臣
期
の
様
子
し
か
判
明
し
な
い
が
、
材
木
の
調
達
・
搬
送
な
ど
を
担
っ
て
い
た
り
【
二
八
・
三
〇
～
三
五
号
な
ど
】、
ま
た
鹿
狩
り
を
で
き
る
山
林
（
三
ケ
川
山
）
を
有
し
、
安
宅
氏
に
貸
し
た
り
も
し
て
お
り
【
九
九
・
神
宮
寺
九
・
神
宮
寺
一
〇
号
】、
古
く
よ
り
山
林
資
源
と
関
わ
る
活
動
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
も
久
木
小
山
氏
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
久
木
小
山
氏
は
山
間
部
の
み
で
活
動
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
広
く
紀
伊
半
島
沿
岸
域
に
所
領
を
有
し
、
沿
岸
部
で
の
活
動
が
見
ら
れ
た
。
特
に
所
領
で
は
、
日
置
川
・
富
田
川
と
い
う
複
数
の
河
川
流
域
と
の
関
係
（
所
領
の
領
有
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
特
に
富
田
川
中
流
（
堅
田
荘
・
生
馬
荘
・
鮎
河
な
ど
）
と
深
い
関
わ
り
の
見
ら
れ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
【
図
（
】。
　
さ
ら
に
よ
り
細
か
な
地
名
に
も
着
目
す
る
と
、
日
置
川
下
流
域
の
「
浜
田
」「
前
図 5　小山氏が関わった紀南沿岸部地域
（
堅
田
荘
・
周
参
見
荘
・
印
南
郷
、
袋
・
見
老
津
な
ど
）
と
の
関
わ
り
も
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
　
山
間
部
に
拠
点
を
有
し
、
沿
岸
部
で
も
活
動
し
て
い
た
熊
野
水
軍
と
し
て
は
、
色
川
氏
が
類
似
す
る
存
在
と
言
え
る
。
西
向
小
山
氏
と
久
木
小
山
氏
と
は
同
じ
一
族
で
あ
っ
て
も
、
本
拠
の
景
観
は
大
き
く
異
な
る
。
む
し
ろ
小
山
氏
は
同
じ
一
族
で
、
熊
野
水
軍
の
二
つ
の
存
在
形
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
本
拠
が
ど
こ
に
置
か
れ
る
か
の
違
い
は
あ
り
つ
つ
も
、
河
口
部
（
浦
や
湊
）
と
河
川
（
上
・
中
）
流
域
と
は
、
資
源
な
ど
の
問
題
も
含
め
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
に
は
注
意
し
て
22
館
―
史
跡
安
宅
氏
城
館
跡
を
中
心
に
―
」
参
照
）。
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
に
は
、
足
利
義
詮
に
よ
り
沼
島
以
下
海
賊
退
治
を
命
じ
ら
れ
【
安
宅
四
号
】、
同
二
年
な
ら
び
に
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
に
は
竹
原
荘
本
郷
（
徳
島
県
阿
南
市
）
地
頭
職
・
牛
牧
荘
（
徳
島
県
阿
南
市
）
地
頭
職
（
立
江
中
荘
地
頭
職
の
替
）、
萱
島
荘
（
徳
島
市
・
北
島
町
）、
地
頭
職
（
桑
野
保
（
徳
島
県
阿
南
市
）
替
と
し
て
）
が
安
堵
さ
れ
、
ま
た
勲
功
賞
と
し
て
宛
て
が
わ
れ
て
い
る
【
安
宅
五
～
九
号
】。
安
宅
氏
は
早
い
段
階
よ
り
北
朝
方
と
し
て
、
し
か
も
阿
波
・
淡
路
の
海
域
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
　
安
宅
氏
は
実
際
に
阿
波
国
で
の
足
跡
が
知
ら
れ
る
。
竹
原
荘
本
郷
地
頭
職
は
、
「
安
宅
・
須
佐
美
（
周
参
見
）
一
族
御
中
」
に
対
し
て
宛
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
【
安
宅
五
号
】、
安
宅
氏
と
周
参
見
氏
が
一
体
と
し
て
認
識
さ
れ
、
ま
た
共
同
で
所
領
経
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
橘
（
安
宅
）
頼
貞
と
清
原
（
周
参
見
）
氏
実
は
、
竹
原
荘
本
郷
恒
貞
名
内
の
畠
二
反
を
泉
福
寺
に
寄
進
し
て
い
（
（1
（
た
。
正
平
十
四
年
（
一
三
五
九
）
に
は
、
周
参
見
氏
と
と
も
に
阿
波
国
へ
発
向
し
て
い
る
【
安
宅
二
号
】。
　
ま
た
、
阿
波
勝
瑞
（
徳
島
県
藍
住
町
）
に
あ
っ
た
聖
記
寺
の
開
山
で
あ
る
留
心
安
久
は
、「
阿
州
人
、
俗
ハ
安
宅
」
と
も
い
わ
れ
（
（1
（
る
。
聖
記
寺
は
、
応
永
年
間
（
の
後
半
）
頃
に
阿
波
国
守
護
細
川
氏
に
よ
っ
て
守
護
所
「
勝
瑞
」（
吉
野
川
水
運
の
要
衝
で
あ
る
「
勝
瑞
津
」）
整
備
の
一
環
と
し
て
創
建
さ
れ
た
寺
院
と
さ
れ
（
（1
（
る
。
そ
の
ほ
か
、
阿
波
の
田
浦
城
（
徳
島
県
小
松
島
市
）・
牛
岐
城
（
徳
島
県
阿
南
市
）
は
安
宅
氏
の
城
館
跡
と
伝
え
ら
れ
（
11
（
る
。
こ
の
よ
う
に
安
宅
氏
は
阿
波
国
に
も
足
跡
（
伝
承
も
含
め
）
が
残
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
宛
て
が
わ
れ
た
所
領
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
阿
波
国
の
沿
岸
部
（
吉
野
川
・
那
賀
川
河
口
）
な
ど
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
点
も
重
要
だ
ろ
う
。
紀
伊
水
道
を
股
に
か
け
て
活
動
し
て
い
た
水
軍
領
主
で
あ
る
安
宅
氏
（
お
よ
び
周
参
見
氏
）
の
姿
が
見
て
取
れ
る
。
　
さ
ら
に
、
安
宅
氏
と
瀬
戸
内
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
大
古
の
長
寿
寺
か
ら
出
土
し
た
備
前
焼
大
甕
で
あ
る
（
紀
伊
半
島
と
備
前
焼
お
き
た
い
。
三
　
熊
野
の
武
士
の
海
域
活
動
1
　
南
北
朝
内
乱
と
熊
野
の
武
士
　
南
北
朝
期
に
お
い
て
、
西
向
小
山
氏
・
久
木
小
山
氏
は
紀
伊
水
道
を
ま
た
に
か
け
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
向
小
山
家
文
書
を
中
心
に
検
討
を
お
こ
な
っ
た
網
野
善
彦
氏
の
研
究
が
あ
る
。
当
該
期
の
西
向
小
山
氏
は
、
田
辺
の
城
郭
を
攻
め
て
い
た
り
、
塩
崎
氏
と
と
も
に
小
豆
島
・
淡
路
・
沼
島
な
ど
の
戦
い
に
参
戦
し
て
い
た
り
し
た
【
西
向
七
・
八
号
な
ど
】。
ま
た
同
じ
く
潮
崎
氏
と
と
も
に
、
日
高
郡
小
池
荘
の
安
堵
を
受
け
て
い
る
【
西
向
一
七
号
】。
小
池
荘
は
現
在
の
和
歌
山
県
美
浜
町
・
日
高
町
に
位
置
し
た
荘
園
で
、
範
囲
は
不
明
な
が
ら
日
の
岬
・
煙
樹
ヶ
浜
付
近
に
位
置
す
る
荘
園
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
場
所
を
宛
て
が
わ
れ
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
水
軍
領
主
と
し
て
の
活
動
の
結
果
と
言
え
よ
う
。
　
久
木
小
山
氏
も
、
元
亨
三
年
（
一
三
二
二
）
に
は
阿
波
国
勝
浦
新
荘
小
松
島
浦
（
徳
島
県
小
松
島
市
）
で
、
船
舶
の
な
か
に
海
賊
船
が
紛
れ
込
ん
で
い
な
い
か
確
認
す
る
な
ど
（
小
松
島
浦
の
船
は
定
紋
の
唐
梅
と
す
る
）、
船
の
検
察
を
し
て
い
た
【
六
三
号
】。
そ
の
ほ
か
、
阿
波
国
立
江
荘
（
徳
島
県
小
松
島
市
）
を
宛
て
が
わ
れ
て
い
る
な
ど
【
五
三
号
】、
阿
波
と
の
関
係
が
深
い
。
　
南
北
朝
期
の
西
向
小
山
氏
・
久
木
小
山
氏
は
、
瀬
戸
内
・
淡
路
・
阿
波
、
す
な
わ
ち
紀
伊
水
道
を
ま
た
に
か
け
て
活
動
す
る
た
め
、
熊
野
の
海
賊
・
水
軍
領
主
の
典
型
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
で
は
、
ほ
か
の
熊
野
の
武
士
た
ち
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
鎌
倉
末
期
以
降
、
熊
野
地
域
で
活
動
・
割
拠
し
て
い
た
武
士
た
ち
に
も
焦
点
を
当
て
、
そ
の
存
在
形
態
と
動
向
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
（
（1
（
い
。
安
宅
氏
　
安
宅
氏
は
、
日
置
川
の
河
口
部
に
あ
っ
た
安
宅
荘
（
白
浜
町
）
に
本
拠
を
構
え
た
武
士
で
あ
る
（
詳
細
は
、
本
報
告
書
の
佐
藤
純
一
「
熊
野
水
軍
が
築
い
た
城
23
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れ
と
非
常
に
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
。
　
小
山
氏
と
潮
崎
氏
は
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
も
い
わ
れ
（『
紀
伊
続
風
土
記
』）、
後
醍
醐
天
皇
・
後
村
上
天
皇
か
ら
の
綸
旨
は
、
小
山
氏
・
潮
崎
氏
連
名
宛
て
で
発
給
さ
れ
て
お
り
、
小
山
氏
と
潮
崎
氏
と
の
横
の
繫
が
り
が
見
ら
れ
る
【
西
向
一
五
・
一
七
号
な
ど
】。
ま
た
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）、
潮
崎
氏
は
泰
地
氏
と
と
も
に
、
北
朝
方
か
ら
周
防
国
竈
門
関
～
摂
津
国
尼
崎
ま
で
、
す
な
わ
ち
瀬
戸
内
海
の
廻
船
警
固
を
命
じ
ら
れ
、
兵
庫
島
で
は
櫓
別
銭
の
徴
収
を
認
め
ら
れ
て
い
（
11
（
る
。
ま
た
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
堺
浦
へ
の
襲
撃
に
際
し
、
畠
山
国
清
か
ら
催
促
を
受
け
て
い
（
11
（
る
。
こ
の
よ
う
に
潮
崎
氏
・
泰
地
氏
は
瀬
戸
内
海
の
海
域
で
「
警
固
衆
」
と
し
て
の
活
動
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
徳
島
県
小
松
島
市
に
は
中
郷
城
跡
（
泰
地
城
跡
・
藤
原
兼
時
屋
敷
跡
）
が
あ
り
、
泰
地
氏
の
城
跡
と
も
伝
え
ら
れ
（
11
（
る
。
安
宅
氏
・
周
参
見
氏
・
泰
地
氏
と
も
に
、
阿
波
で
は
吉
野
川
・
那
賀
川
河
口
や
沿
岸
部
に
そ
の
足
跡
が
見
ら
れ
、
文
書
に
残
る
所
領
と
伝
承
が
残
る
地
域
と
が
近
似
す
る
点
は
興
味
深
（
11
（
い
。
鵜
殿
氏
　
鵜
殿
氏
は
、
熊
野
速
玉
大
社
と
熊
野
川
（
新
宮
川
）
を
挟
ん
で
向
か
い
に
位
置
す
る
鵜
殿
荘
（
三
重
県
紀
宝
町
）
を
拠
点
と
し
た
。
海
を
見
下
ろ
す
丘
陵
部
に
城
を
構
え
（
鵜
殿
城
・
飯
盛
山
城
）、
普
段
は
そ
の
麓
の
館
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鵜
殿
氏
は
、
鎌
倉
期
に
は
吉
田
俊
経
（
坊
門
家
）
の
熊
野
参
詣
の
際
に
は
御
師
と
し
て
参
詣
の
世
話
役
（
祈
禱
）
を
し
て
い
る
（「
経
俊
卿
記
」）。
ま
た
一
族
の
な
か
に
は
、
新
宮
別
当
家
の
一
員
と
な
り
、
那
智
山
執
行
と
な
る
も
の
も
い
（
11
（
た
。
　
鵜
殿
氏
は
、
水
軍
領
主
で
あ
る
と
同
時
に
、
材
木
な
ど
を
京
都
（
法
勝
寺
造
営
）
に
運
ぶ
新
宮
問
丸
（
東
福
寺
問
を
兼
帯
）
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
【
そ
の
ほ
か
一
号
】。
こ
の
よ
う
な
淀
川
水
系
へ
の
流
通
と
も
関
わ
っ
て
か
、
摂
津
国
に
も
鵜
殿
荘
（
大
阪
府
高
槻
市
）
が
あ
っ
た
。
鵜
殿
実
重
は
、
熊
野
二
郎
と
も
称
し
、
熊
野
本
宮
・
新
宮
別
当
の
源
増
の
子
息
で
、
元
弘
年
中
（
一
三
三
一
～
三
四
）
南
朝
方
と
し
て
活
動
し
、
河
内
国
に
所
領
を
与
え
ら
れ
た
あ
と
、
建
武
年
中
（
一
三
三
四
～
三
八
）
に
北
朝
の
尊
氏
方
に
属
し
軍
功
を
挙
げ
、
摂
津
国
に
所
領
を
得
た
と
い
（
11
（
う
。
鵜
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
報
告
書
の
北
野
隆
亮
「
紀
伊
半
島
に
お
け
る
備
前
焼
の
流
通
」
参
照
）。「
暦
応
五
年
」（
一
三
四
二
年
）、「
備
前
国
住
人
香
登
御
庄
」（
岡
山
県
備
前
市
）「
あ
□
（
つ
（
ら
ふ
也
」
な
ど
、
年
号
や
地
名
、
魚
や
僧
の
絵
、
菊
の
紋
な
ど
が
記
さ
れ
、
誂
え
た
も
の
（
特
注
品
）
で
あ
る
こ
と
も
分
か
る
。
年
号
の
記
さ
れ
る
備
前
焼
と
し
て
は
最
古
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
水
の
子
岩
沈
没
船
の
バ
ラ
ス
ト
（
船
底
に
敷
い
た
円
礫
）
も
日
置
川
流
域
の
石
を
積
ん
で
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
瀬
戸
内
海
と
紀
伊
半
島
（
日
置
川
流
域
）
と
の
交
易
の
実
態
を
伝
え
る
遺
物
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
南
北
朝
期
に
は
安
宅
氏
は
紀
淡
海
峡
を
股
に
か
け
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
注
文
生
産
を
な
し
う
る
よ
う
な
勢
力
は
安
宅
荘
内
で
は
安
宅
氏
を
お
い
て
他
に
想
定
し
難
く
、
安
宅
氏
と
瀬
戸
内
地
域
と
の
密
接
な
関
係
性
を
想
定
さ
せ
る
。
周
参
見
氏
　
周
参
見
氏
は
、
周
参
見
荘
（
す
さ
み
町
）
の
う
ち
、
周
参
見
川
の
河
口
部
を
本
拠
と
し
た
一
族
で
あ
る
。
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）、
周
参
見
氏
は
安
宅
氏
と
と
も
に
阿
波
国
の
所
領
竹
原
本
荘
内
本
郷
地
頭
職
を
宛
て
が
わ
れ
、
共
同
で
所
領
経
営
を
し
て
い
る
な
ど
【
安
宅
五
号
】、
安
宅
氏
と
対
等
な
存
在
で
あ
っ
た
。
　
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）、
橘
頼
貞
と
清
原
氏
実
は
竹
原
荘
本
郷
恒
貞
名
内
の
畠
二
反
を
泉
福
寺
に
寄
進
し
て
い
（
1（
（
る
。
こ
の
う
ち
、
橘
頼
貞
は
安
宅
氏
、
清
原
氏
実
が
周
参
見
氏
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
清
原
氏
実
は
、
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
六
月
に
は
鶴
林
寺
（
徳
島
県
勝
浦
町
）
の
町
石
道
の
整
備
を
し
、
町
石
（
七
丁
石
・
八
丁
石
）
の
願
主
と
な
っ
て
い
（
11
（
た
。
正
平
十
四
年
（
一
三
五
九
）
に
は
、
安
宅
氏
と
と
も
に
阿
波
国
へ
発
向
し
て
い
る
【
安
宅
二
号
】。
安
宅
氏
と
同
様
、
南
北
朝
期
に
お
い
て
、
周
参
見
氏
は
阿
波
に
所
領
を
宛
て
が
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
阿
波
の
所
領
内
で
の
活
動
・
足
跡
も
見
ら
れ
る
。
潮
崎
（
汐
﨑
・
塩
崎
）
氏
・
泰
地
（
太
地
）
氏
　
潮
崎
氏
は
紀
伊
半
島
最
南
端
の
潮
岬
（
串
本
町
）
を
拠
点
に
、
泰
地
（
太
地
）
氏
は
紀
伊
半
島
東
部
の
半
島
状
に
突
出
し
た
太
地
浦
（
太
地
町
）
を
拠
点
と
し
た
。
と
も
に
、
熊
野
那
智
山
の
御
師
で
あ
る
が
、
泰
地
氏
は
新
宮
・
本
宮
の
御
師
を
つ
と
め
る
一
族
も
お
り
、
熊
野
三
山
そ
れ
ぞ
24
を
追
い
か
け
散
々
に
合
戦
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
色
川
氏
が
熊
野
の
沿
岸
部
で
海
戦
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
南
朝
勢
力
の
一
員
と
し
て
上
洛
の
供
を
し
、
京
都
で
も
戦
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
間
部
に
拠
点
を
持
ち
な
が
ら
も
、
船
に
乗
り
海
戦
を
行
い
、
ま
た
京
都
へ
も
従
軍
し
て
い
た
。
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
こ
の
よ
う
に
南
北
朝
期
の
熊
野
の
武
士
た
ち
の
多
く
は
、
阿
波
・
淡
路
・
瀬
戸
内
な
ど
の
海
域
で
活
動
し
て
い
た
。「
熊
野
衆
」（「
熊
野
海
賊
」「
熊
野
凶
徒
」
と
も
あ
ら
わ
れ
る
）
が
堺
・
瀬
戸
内
や
薩
摩
国
（
東
福
寺
城
）
な
ど
の
戦
い
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
す
れ
（
11
（
ば
、「
熊
野
衆
」
が
広
範
な
地
域
（
特
に
西
日
本
）
で
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
残
さ
れ
た
史
料
だ
け
か
ら
い
え
ば
、
阿
波
・
瀬
戸
内
と
の
関
係
が
一
番
緊
密
化
し
て
い
た
時
代
で
も
あ
り
、
熊
野
の
武
士
た
ち
が
あ
る
程
度
の
一
団
（
連
名
）
と
な
っ
て
行
動
し
て
い
た
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
室
町
・
戦
国
期
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
側
面
で
も
あ
る
。
2
　
室
町
期
・
戦
国
期
の
熊
野
の
武
士
　
室
町
時
代
に
な
る
と
、
熊
野
の
武
士
た
ち
の
海
域
で
の
活
動
は
、
文
書
・
記
録
の
上
で
は
影
を
潜
め
る
。
一
方
で
、
こ
の
時
期
は
、
熊
野
の
武
士
た
ち
の
本
拠
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
く
時
期
に
あ
た
る
。
熊
野
速
玉
大
社
古
神
宝
の
調
進
（
朝
廷
・
幕
府
・
守
護
に
よ
る
）
に
特
徴
的
な
よ
う
に
、
南
北
朝
末
・
室
町
期
の
熊
野
で
は
内
乱
か
ら
の
復
興
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
熊
野
三
山
以
外
の
地
域
、
す
な
わ
ち
熊
野
の
武
士
た
ち
の
本
拠
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
先
に
見
た
よ
う
に
西
向
小
山
氏
は
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
日
吉
神
社
の
勧
請
を
し
て
い
る
。
同
様
に
、
安
宅
氏
が
本
拠
と
し
た
安
宅
荘
に
お
い
て
も
、
正
平
年
間
（
一
三
四
六
～
五
五
）
に
は
安
宅
八
幡
神
社
の
勧
請
が
行
わ
れ
、
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
に
は
板
絵
八
幡
神
像
が
作
成
さ
れ
て
い
（
11
（
る
。
戦
乱
か
ら
の
復
興
、
広
域
的
に
活
動
し
て
い
た
熊
野
の
武
士
た
ち
が
土
着
化
（
地
域
社
会
と
の
密
接
化
）
を
深
め
た
結
果
か
と
も
思
わ
れ
る
。
久
木
小
山
氏
も
、
文
書
か
ら
見
る
と
同
様
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
（「
解
題
　
殿
氏
と
の
関
係
は
不
明
な
が
ら
、
十
四
世
紀
半
ば
頃
に
は
淀
川
（
右
岸
）
の
摂
津
鵜
殿
の
地
に
は
「
鵜
殿
関
」
が
あ
っ
た
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
　
ま
た
鵜
殿
一
族
墓
所
の
石
塔
群
は
天
霧
石
（
四
国
産
）
製
の
も
の
も
あ
る
と
い
（
11
（
う
。
こ
の
よ
う
に
大
阪
湾
、
瀬
戸
内
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
鵜
殿
遺
跡
（
鵜
殿
城
）
の
出
土
遺
物
（
山
茶
碗
な
ど
）
か
ら
は
、
日
常
的
に
は
東
海
地
方
と
の
関
連
が
深
（
11
（
い
。
戦
国
期
に
は
甲
斐
武
田
家
の
御
師
な
ど
も
勤
め
て
い
た
【
鵜
殿
四
～
六
号
】。
一
族
の
な
か
に
は
（
恐
ら
く
室
町
期
頃
に
）
三
河
国
へ
定
着
し
、
三
河
の
有
力
な
勢
力
と
し
て
、
今
川
氏
や
徳
川
氏
の
被
官
（
国
衆
）
と
な
る
も
の
も
い
（
1（
（
た
。
南
北
朝
期
に
は
、
瀬
戸
内
や
大
阪
湾
周
辺
へ
の
動
き
も
見
ら
れ
る
が
、
室
町
期
以
降
、
東
海
地
方
と
の
つ
な
が
り
が
密
に
な
っ
て
い
る
。
色
川
氏
　
色
川
氏
は
那
智
山
西
方
の
山
間
部
の
色
川
郷
（
那
智
勝
浦
町
）
を
拠
点
と
し
た
武
士
で
あ
る
。
色
川
氏
は
、
平
清
盛
の
孫
で
あ
る
平
維
盛
の
子
孫
だ
と
伝
え
ら
れ
、
色
川
に
は
平
家
が
家
紋
と
し
た
蝶
文
様
の
旗
が
残
さ
れ
て
い
る
。
色
川
氏
が
伝
え
た
色
川
文
書
に
つ
い
て
は
、
本
報
告
書
の
呉
座
勇
一
「「
色
川
文
書
」
所
収
の
忠
義
王
文
書
に
関
す
る
一
考
察
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
色
川
盛
氏
軍
忠
状
案
【
色
川
七
号
】
か
ら
、
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
に
色
川
盛
氏
が
南
朝
の
奉
行
に
参
り
、
自
ら
の
軍
功
を
列
挙
し
、
恩
賞
を
求
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
色
川
氏
が
後
醍
醐
天
皇
の
命
令
を
受
け
て
南
朝
方
の
武
士
と
し
て
一
族
あ
げ
て
出
陣
し
、
北
朝
の
勢
力
と
戦
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
延
元
元
年
三
月
上
旬
に
は
、
色
川
氏
は
泰
地
（
太
地
町
）・
那
智
（
那
智
勝
浦
町
）
で
合
戦
を
し
、
二
十
人
ほ
ど
が
疵
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
五
月
十
四
・
十
五
日
に
は
浜
宮
（
那
智
勝
浦
町
）・
佐
野
（
新
宮
市
）
に
敵
が
押
し
寄
せ
て
き
た
の
で
、
色
川
氏
は
新
宮
山
（
新
宮
市
）
で
迎
え
撃
ち
戦
っ
た
。
そ
の
戦
い
で
、
足
利
氏
の
一
門
で
あ
る
石
塔
義
房
や
下
熊
野
法
眼
以
下
の
凶
徒
は
、
数
百
艘
の
船
に
乗
り
塩
崎
浦
（
串
本
町
）
へ
逃
げ
て
行
っ
た
の
で
、
色
川
氏
等
も
兵
船
に
乗
り
合
戦
を
し
た
と
い
う
。
七
月
八
日
に
色
川
盛
氏
は
上
洛
に
付
き
従
っ
た
際
、
赤
松
貞
範
と
山
崎
（
京
都
府
大
山
崎
町
）
で
合
戦
に
な
り
、
同
九
日
に
は
向
大
明
神
（
京
都
府
向
日
市
）
の
林
で
凶
徒
等
25
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は
熊
野
の
武
士
た
ち
を
編
成
す
る
よ
う
な
勢
力
の
影
響
が
十
分
に
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
熊
野
の
武
士
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
行
動
を
展
開
し
、
戦
乱
も
広
域
的
で
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
史
料
的
に
海
域
で
の
活
動
が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
で
は
、
久
木
小
山
氏
以
外
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
海
域
で
の
活
動
を
直
接
う
か
が
わ
せ
る
も
の
は
な
い
が
、
広
域
的
な
交
流
関
係
を
有
し
て
い
た
点
は
認
め
ら
れ
る
。「
石
山
合
戦
」
時
、
熊
野
衆
が
大
阪
湾
へ
参
戦
し
て
い
た
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
（「
善
照
寺
文
書
」）。
そ
の
ほ
か
、
戦
国
期
の
鵜
殿
氏
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
甲
斐
武
田
家
と
師
檀
関
係
に
あ
っ
た
【
鵜
殿
四
～
六
号
】。
ま
た
、
永
禄
（
一
五
五
八
～
七
〇
）
頃
に
は
新
宮
七
上
綱
と
さ
れ
る
箕
島
氏
と
泰
地
氏
と
は
、
安
芸
毛
利
家
と
の
師
檀
関
係
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
（
11
（
る
。
熊
野
の
武
士
た
ち
は
、
東
国
・
西
国
の
大
名
家
と
師
檀
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
。
　
そ
の
ほ
か
、
潮
御
﨑
神
社
（
串
本
町
）
の
大
般
若
経
（『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
「
御
﨑
之
宝
経
」
と
呼
ぶ
、
現
在
は
高
松
寺
蔵
）
は
、
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
～
同
七
年
に
か
け
て
肥
前
松
浦
の
智
教
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
一
筆
経
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
目
的
、
ル
ー
ト
で
訪
れ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
九
州
と
熊
野
と
の
結
び
つ
き
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
（
11
（
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
文
書
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど
表
れ
な
い
が
、
熊
野
海
域
に
お
け
る
、
人
・
物
の
移
動
は
少
な
か
ら
ず
行
わ
れ
て
い
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
そ
の
規
模
や
担
い
手
な
ど
に
つ
い
て
は
、
考
古
学
的
な
資
料
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
3
　
織
豊
期
の
熊
野
の
武
士
　
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
秀
吉
に
よ
る
紀
州
攻
め
に
よ
り
、
久
木
小
山
氏
を
は
じ
め
と
す
る
熊
野
の
沿
岸
部
の
武
士
た
ち
の
多
く
は
、
秀
吉
に
従
っ
た
。
結
果
、
所
領
の
安
堵
を
受
け
た
も
の
の
【
二
三
号
】、
豊
臣
政
権
か
ら
の
負
担
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
特
に
、
秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
事
業
か
ら
朝
鮮
侵
略
な
ど
の
戦
争
へ
の
従
軍
、
さ
ら
に
は
京
都
・
大
坂
に
お
け
る
城
郭
・
寺
社
な
ど
の
天
下
普
請
な
ど
へ
の
協
紀
州
小
山
家
文
書
」
参
照
）。
　
そ
う
い
っ
た
な
か
、
熊
野
の
武
士
に
よ
る
海
域
活
動
を
考
え
る
う
え
で
、
戦
国
期
（
十
六
世
紀
）
の
事
例
と
な
る
が
、
安
宅
氏
と
日
出
神
社
（
出
月
宮
）
と
の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
る
。
日
出
神
社
は
、
日
置
川
河
口
部
に
位
置
す
る
神
社
で
、
大
永
二
年
（
一
五
二
三
）
に
安
宅
大
炊
助
に
よ
り
一
門
繁
昌
な
ど
を
祈
っ
て
造
営
が
な
さ
れ
て
い
（
11
（
る
。
造
営
の
際
に
は
、
荘
内
外
の
一
〇
〇
人
を
越
え
る
人
々
が
関
わ
っ
て
い
た
。
造
営
に
関
わ
っ
た
人
々
は
、
①
寺
坊
、
②
殿
の
敬
称
が
付
く
者
、
③
村
名
・
地
名
＋
通
称
・
名
前
で
示
さ
れ
る
者
の
三
階
層
に
分
類
で
き
、
と
り
わ
け
③
の
地
名
を
見
る
と
、
安
宅
・
安
居
・
日
置
・
矢
田
・
塩
野
・
口
谷
な
ど
日
置
川
流
域
の
村
々
、
さ
ら
に
は
周
参
見
・
江
住
・
里
野
・
朝
来
帰
な
ど
周
辺
沿
海
部
の
村
々
（
地
下
中
・
村
中
と
し
て
の
奉
加
）
が
見
ら
れ
る
点
が
興
味
深
い
（
詳
細
な
分
析
は
本
報
告
書
の
佐
藤
論
文
を
参
照
）。
神
社
が
日
置
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
安
宅
荘
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
出
神
社
が
日
置
川
流
域
、
周
辺
沿
岸
部
の
中
心
（
湊
）
と
し
て
、
信
仰
を
集
め
、
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
　
十
五
世
紀
半
ば
頃
に
な
る
と
、
紀
伊
守
護
畠
山
氏
の
内
訌
に
と
も
な
っ
て
、
熊
野
の
武
士
た
ち
も
そ
の
争
乱
の
渦
中
に
否
応
な
く
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
そ
の
戦
い
自
体
、
紀
伊
国
、
な
か
で
も
日
高
郡
～
新
宮
ま
で
を
範
囲
と
し
て
お
り
、
あ
ま
り
他
国
等
へ
従
軍
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
熊
野
の
武
士
た
ち
が
水
軍
と
し
て
海
域
で
活
動
し
た
様
子
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
久
木
小
山
氏
は
、（
恐
ら
く
永
正
十
七
年
（
一
五
二
〇
）
～
十
八
年
頃
に
行
わ
れ
た
広
城
（
広
川
町
）
を
め
ぐ
る
戦
い
で
）「
御
渡
海
御
合
力
」
を
す
る
な
ど
【
一
一
九
号
】、
海
を
渡
っ
て
合
戦
に
駆
け
つ
け
て
い
た
。
ま
た
久
木
小
山
家
文
書
を
み
る
と
、
久
木
小
山
氏
や
安
宅
氏
等
は
、
紀
伊
の
中
部
で
勢
力
を
誇
っ
た
湯
河
氏
や
山
本
氏
と
い
っ
た
奉
公
衆
か
ら
、
熊
野
三
山
の
動
き
の
情
報
を
求
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
熊
野
地
域
（
特
に
新
宮
・
那
智
）
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
は
あ
っ
た
【
九
三
・
九
五
・
九
六
・
一
二
五
号
な
ど
】。
久
木
小
山
氏
の
所
領
形
態
を
み
る
と
沿
岸
部
や
河
川
河
口
部
に
も
所
領
を
有
し
て
お
り
、
海
域
で
の
活
動
は
継
続
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
該
期
26
迎
え
入
れ
ら
れ
東
国
に
下
り
、
三
浦
郡
内
小
坪
（
神
奈
川
県
逗
子
市
）・
岩
戸
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
に
知
行
を
与
え
ら
れ
、
海
賊
衆
と
し
て
江
戸
湾
岸
の
船
の
統
括
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
十
一
年
に
は
紀
伊
へ
の
帰
国
を
申
し
出
て
い
る
も
の
の
、
北
条
氏
は
梶
原
氏
へ
里
見
氏
と
の
対
決
も
近
い
た
め
、
東
国
へ
の
在
国
を
依
頼
し
て
い
（
11
（
る
。
す
な
わ
ち
、
梶
原
氏
は
東
国
と
紀
伊
と
を
往
反
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
「
傭
兵
的
」
に
関
東
で
海
賊
衆
と
し
て
働
く
、
と
い
っ
た
姿
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
後
北
条
氏
は
「
熊
野
新
造
」
の
大
船
を
購
入
し
て
い
た
り
、
梶
原
氏
は
「
早
船
」「
大
船
」
を
調
達
し
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
後
北
条
領
内
で
は
紀
伊
（
熊
野
）
の
船
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
紀
之
湊
」（
紀
伊
湊
）
の
佐
々
木
刑
部
助
の
船
が
商
売
の
た
め
、
紀
伊
水
道
・
熊
野
灘
を
経
由
し
関
東
へ
行
く
こ
と
に
つ
き
異
義
な
き
こ
と
を
、
北
条
氏
は
梶
原
氏
に
認
め
て
い
（
1（
（
る
。
梶
原
氏
は
日
高
郡
～
熊
野
を
経
て
、
相
模
湾
・
江
戸
湾
な
ど
で
活
動
し
、
軍
事
の
み
で
な
く
商
業
活
動
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
梶
原
氏
を
中
心
に
み
る
と
、
関
東
と
紀
伊
半
島
（
紀
の
川
河
口
部
付
近
ま
で
）
と
が
、
梶
原
氏
を
通
じ
て
は
あ
る
が
、
か
な
り
密
接
な
交
流
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
　
紀
伊
国
北
部
の
雑
賀
衆
も
、
紀
伊
水
道
・
瀬
戸
内
・
熊
野
の
海
域
で
の
活
動
が
見
ら
れ
る
。「
石
山
合
戦
」
時
（
一
五
七
〇
～
八
〇
）、「
雑
賀
渡
海
衆
」
は
大
坂
本
願
寺
方
と
し
て
、
大
坂
や
播
磨
・
淡
路
な
ど
へ
水
軍
を
派
遣
し
て
い
（
11
（
る
。
ま
た
雑
賀
衆
の
向
井
氏
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）、
村
上
武
吉
か
ら
過
所
船
旗
を
与
え
ら
れ
て
い
（
11
（
る
。
さ
ら
に
雑
賀
衆
の
佐
武
氏
は
、
天
正
期
に
熊
野
の
堀
内
氏
に
協
力
し
、
三
重
県
東
紀
州
地
域
の
有
馬
氏
と
の
戦
い
や
、
那
智
勝
山
城
（
那
智
勝
浦
町
）
で
の
戦
い
に
参
加
（
警
固
船
三
十
艘
で
兵
粮
を
運
ぶ
）
し
て
い
（
11
（
た
。
こ
の
よ
う
な
熊
野
で
の
活
動
と
も
関
わ
り
、
古
座
川
河
口
部
に
は
雑
賀
衆
の
山
本
善
内
之
祐
弘
忠
が
開
基
し
た
と
さ
れ
る
善
照
寺
も
あ
る
（『
紀
伊
続
風
土
記
』）。
織
豊
期
の
雑
賀
衆
は
、
瀬
戸
内
～
熊
野
の
海
域
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
　
織
豊
期
、
紀
伊
の
水
軍
領
主
は
、
他
国
の
大
名
等
に
と
っ
て
、
水
軍
・
海
賊
と
し
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
紀
伊
半
島
の
水
軍
領
主
が
戦
国
～
織
豊
期
の
争
乱
の
な
力
が
求
め
ら
れ
た
。
　
熊
野
の
山
林
資
源
は
豊
臣
政
権
か
ら
特
に
注
目
さ
れ
て
お
り
、
久
木
小
山
氏
や
安
宅
氏
は
大
坂
城
・
伏
見
城
や
天
王
寺
な
ど
の
建
築
資
材
の
供
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る
【
二
八
・
三
〇
～
三
五
号
、
神
宮
寺
四
・
神
宮
寺
五
号
・
西
向
二
一
・
そ
の
ほ
か
二
号
】。
そ
の
際
、
安
宅
氏
・
小
山
氏
は
大
坂
の
材
木
屋
や
淀
川
の
過
書
船
奉
行
と
交
渉
す
る
な
ど
、
山
林
の
管
理
、
材
木
の
切
り
出
し
に
は
じ
ま
り
、
京
都
・
大
坂
へ
の
搬
送
な
ど
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
安
宅
氏
・
小
山
氏
は
秀
吉
の
奉
行
人
等
か
ら
再
三
の
催
促
に
対
し
て
、
材
木
の
抑
留
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
豊
臣
政
権
下
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
容
易
に
は
従
わ
な
い
気
概
を
も
つ
存
在
で
も
あ
っ
た
。
安
宅
氏
・
小
山
氏
が
ど
の
よ
う
に
京
都
・
大
坂
ま
で
搬
送
し
た
の
か
な
ど
明
ら
か
に
な
ら
な
い
部
分
は
あ
る
が
、
当
然
、
紀
伊
水
道
か
ら
大
阪
湾
へ
と
船
で
運
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
ま
た
豊
臣
政
権
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
に
あ
た
っ
て
、
熊
野
の
武
士
た
ち
は
「
紀
伊
国
船
手
」「
紀
伊
国
警
固
船
」
と
し
て
、
秀
長
・
藤
堂
高
虎
配
下
で
活
動
・
従
軍
し
て
い
（
11
（
た
。
実
際
に
久
木
小
山
家
文
書
・
西
向
小
山
家
文
書
の
な
か
に
は
、
久
木
小
山
氏
を
は
じ
め
と
す
る
熊
野
の
武
士
た
ち
が
、
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
に
伴
う
軍
需
物
資
の
供
出
に
対
し
、
そ
の
負
担
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
文
書
【
一
六
一
・
西
向
一
二
号
】
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
朝
鮮
の
「
こ
も
か
い
」（
熊
川
）
へ
の
城
米
預
状
【
一
〇
四
号
】
や
、
高
麗
の
陣
よ
り
日
置
川
の
弟
へ
所
領
経
営
を
心
配
し
た
書
状
【
九
二
号
】
な
ど
も
残
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
朝
鮮
（
高
麗
）
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
織
豊
期
に
お
い
て
も
、
水
軍
領
主
と
し
て
の
活
動
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
　
な
お
、
織
豊
期
の
紀
伊
半
島
で
は
、
熊
野
を
本
拠
と
す
る
武
士
た
ち
以
外
に
も
海
域
で
活
動
す
る
勢
力
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
有
田
郡
を
本
拠
と
し
た
梶
原
氏
は
、
室
町
期
に
は
既
に
「
梶
原
海
賊
」
と
も
呼
ば
れ
る
存
在
（
11
（
で
、
永
禄
～
天
正
期
に
は
（
里
見
水
軍
に
対
抗
す
る
た
め
）
後
北
条
氏
に
と
っ
て
重
要
な
水
軍
（
海
賊
衆
、「
海
賊
商
人
」）
と
し
て
活
動
し
、
江
戸
湾
内
で
船
の
統
括
、
海
上
の
仕
置
き
を
任
さ
れ
て
い
（
11
（
た
。
梶
原
吉
右
衛
門
尉
は
、
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
に
後
北
条
氏
に
27
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）
沿
岸
部
で
も
活
動
す
る
勢
力
も
あ
っ
た
。
熊
野
に
お
い
て
は
広
い
平
野
部
を
確
保
で
き
る
地
が
少
な
い
た
め
、
必
然
的
に
熊
野
水
軍
の
各
氏
も
山
・
河
（
川
）・
海
と
い
っ
た
地
域
的
（
自
然
）
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
ま
た
そ
の
相
関
関
係
の
な
か
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
点
に
こ
そ
、
熊
野
水
軍
（
熊
野
の
武
士
た
ち
）
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
　
熊
野
の
武
士
た
ち
は
熊
野
三
山
に
緩
や
か
に
統
合
さ
れ
つ
つ
も
協
調
と
対
立
を
し
て
い
た
が
、
歴
史
的
に
見
た
場
合
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
期
の
熊
野
別
当
、
南
北
朝
期
の
南
朝
勢
力
・
北
朝
勢
力
、
室
町
期
の
紀
伊
守
護
畠
山
氏
、
豊
臣
期
の
豊
臣
家
（
藤
堂
高
虎
）
に
よ
っ
て
、
水
軍
領
主
と
し
て
編
成
さ
れ
つ
つ
、
各
地
の
戦
場
へ
と
か
り
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
関
係
の
な
か
で
、
文
書
史
料
に
も
水
軍
領
主
と
し
て
の
熊
野
の
武
士
た
ち
の
姿
が
表
出
す
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
文
書
史
料
か
ら
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
熊
野
の
武
士
た
ち
の
動
向
は
、
あ
く
ま
で
政
治
的
・
軍
事
的
な
も
の
で
あ
り
、
日
常
的
な
流
通
・
交
流
に
つ
い
て
は
微
か
に
見
え
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
点
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
①
熊
野
三
山
へ
の
人
・
モ
ノ
の
動
き
の
実
態
解
明
、
②
考
古
学
を
中
心
と
し
た
日
常
的
な
モ
ノ
の
移
動
（
流
通
）
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
、
と
い
っ
た
視
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
本
共
同
研
究
に
お
い
て
は
、
熊
野
三
山
へ
の
年
貢
（
物
資
）
輸
送
や
参
詣
者
の
状
況
、
文
書
史
料
と
考
古
資
料
と
を
統
一
的
に
捉
え
た
交
流
史
を
描
く
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
　
特
に
熊
野
は
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
比
重
は
変
化
す
る
も
の
の
、
東
日
本
・
西
日
本
、
両
方
向
と
の
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
点
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
熊
野
に
視
点
を
据
え
て
、
太
平
洋
岸
の
東
西
交
流
史
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
関
東
・
東
海
と
接
続
す
る
伊
勢
湾
岸
、
熊
野
灘
・
紀
伊
水
道
、
大
阪
湾
、
瀬
戸
内
海
、
南
四
国
・
南
九
州
へ
と
つ
な
が
る
南
海
航
路
と
、
各
海
域
と
の
接
続
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
（
11
（
う
。
　
最
後
に
、
熊
野
水
軍
各
氏
も
近
世
に
な
る
と
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
か
で
、
西
へ
東
へ
活
発
に
移
動
し
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
戦
乱
に
伴
う
人
の
移
動
で
あ
る
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
常
的
な
流
通
・
交
流
に
つ
い
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
川
関
遺
跡
・
藤
倉
城
跡
か
ら
出
土
し
た
（
十
六
・
十
七
世
紀
の
）
国
産
・
輸
入
陶
磁
器
類
か
ら
は
熊
野
の
国
内
・
国
際
的
な
流
通
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
紀
伊
湊
の
商
船
が
熊
野
を
経
て
関
東
へ
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
、
紀
伊
半
島
を
越
え
て
東
国
へ
も
行
く
海
運
ル
ー
ト
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
―
熊
野
の
海
域
史
を
考
え
る
た
め
に
―
　
本
共
同
研
究
に
お
い
て
は
、
①
久
木
小
山
家
文
書
の
分
析
と
小
山
氏
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
検
討
（
総
論
、
史
料
解
題
、
弓
倉
論
文
）、
②
久
木
小
山
家
文
書
を
相
対
化
す
る
た
め
の
文
書
群
の
比
較
（
熊
野
の
色
川
文
書
を
取
り
上
げ
た
呉
座
論
文
、
文
書
群
形
成
と
い
う
視
点
で
比
較
対
象
と
な
る
土
佐
安
芸
文
書
を
取
り
上
げ
た
村
上
論
文
）、
③
熊
野
水
軍
の
本
拠
景
観
や
動
向
に
関
す
る
検
討
（
佐
藤
論
文
、
白
石
論
文
）、
④
紀
州
（
熊
野
）
の
浦
・
湊
に
関
す
る
検
討
（
春
田
論
文
・
白
石
論
文
）、
⑤
考
古
資
料
を
中
心
と
し
た
中
世
紀
伊
半
島
の
流
通
に
関
す
る
検
討
（
佐
藤
論
文
・
北
野
論
文
、
資
料
編
（
考
古
））、
⑥
熊
野
の
地
域
性
に
関
す
る
検
討
（
呉
座
論
文
、
佐
藤
論
文
、
白
石
論
文
）、
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
総
括
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
総
論
で
取
り
上
げ
た
③
を
中
心
に
、
①
・
⑤
に
も
少
し
触
れ
つ
つ
、
熊
野
の
海
域
史
を
考
え
る
う
え
で
の
課
題
に
つ
い
述
べ
、
ま
と
め
と
し
て
お
き
た
い
。
　
一
口
に
熊
野
水
軍
（
熊
野
の
武
士
）
と
言
っ
て
も
、
出
自
や
存
在
形
態
な
ど
極
め
て
多
様
で
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
島
嶼
が
ほ
と
ん
ど
な
い
熊
野
の
沿
岸
地
域
に
お
い
て
は
、
瀬
戸
内
の
海
賊
の
よ
う
に
海
城
を
築
く
わ
け
で
は
な
く
、
沿
岸
（
河
口
）
部
に
拠
点
を
有
し
て
河
川
・
港
湾
を
押
さ
え
る
よ
う
な
勢
力
も
あ
れ
ば
、
山
間
部
に
拠
点
を
持
ち
つ
つ
（
山
林
を
領
有
し
つ
28
年
）
所
収
）。
（
（
）
高
川
原
氏
は
串
本
町
中
湊
を
本
拠
と
し
た
武
士
で
、
平
維
盛
を
祖
と
す
る
。
屋
敷
は
正
法
寺
と
も
青
源
寺
と
も
伝
え
ら
れ
る
（
中
根
七
郎
「
古
座
の
寺
院
」
（『
中
根
七
郎
遺
稿
集
　
古
座
史
談
』
一
九
三
四
年
）
。
（
（
）
中
根
七
郎
「
神
社
と
古
座
」（『
中
根
七
郎
遺
稿
集
　
古
材
史
談
』
一
九
三
六
年
）。
（
（
）
実
際
に
室
町
～
江
戸
時
代
に
造
像
さ
れ
た
日
吉
二
十
一
社
本
地
仏
像
（
室
町
～
桃
山
期
の
も
の
十
四
軀
、
江
戸
時
代
の
も
の
七
軀
で
計
二
十
一
軀
）、
室
町
～
桃
山
期
と
推
定
さ
れ
る
懸
仏
八
面
が
残
さ
せ
る
（
拙
稿
「
熊
野
水
軍
小
山
家
を
め
ぐ
る
資
料
」（
前
掲
注
（
（
）
。
（
（0
）
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
棟
札
に
よ
る
と
、「
当
宮
稲
荷
大
明
神
者
、
小
山
氏
当
古
城
在
住
之
砌
、
奉
勧
請
城
内
鎮
守
也
」
と
記
さ
れ
る
（
福
島
隆
樹
編
『
西
向
稲
荷
神
社
―
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
探
る
―
』
西
向
　
原
町
区
・
上
ゲ
地
区
、
二
〇
一
四
年
）。
（
（（
）
拙
稿
「
文
献
史
学
（
中
世
史
研
究
）
的
考
察
」（
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
編
・
発
行
『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』
二
〇
一
四
年
）。
（
（（
）
天
文
十
六
年
十
二
月
五
日
　
南
光
坊
道
範
借
銭
状
（『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
四
　
潮
﨑
稜
威
主
文
書
一
六
二
号
）。
（
（（
）
文
禄
二
年
　
潮
御
﨑
神
社
棟
札
（『
戦
乱
の
な
か
の
熊
野
―
紀
南
の
武
士
と
城
館
―
』
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
年
）。
（
（（
）
日
置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
（
日
置
川
町
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
（（
）
高
橋
修
「
海
辺
の
水
軍
領
主
、
山
間
の
水
軍
領
主
―
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
成
立
と
そ
の
基
盤
―
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
一
六
号
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
（（
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
綿
貫
友
子
氏
な
ど
の
整
理
が
あ
る
（
綿
貫
友
子
「
紀
伊
水
道
内
海
世
界
の
物
流
と
交
流
」、
石
井
伸
夫
「
紀
伊
水
道
内
海
世
界
に
お
け
る
港
津
と
権
力
―
阿
波
か
ら
の
視
点
―
」、
と
も
に
中
世
都
市
研
究
会
編
『
港
津
と
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）。
ま
た
個
別
に
は
有
馬
氏
や
鵜
殿
氏
な
ど
を
取
り
上
げ
た
伊
藤
裕
偉
氏
の
成
果
も
あ
り
（
伊
藤
裕
偉
『
聖
地
熊
野
の
舞
台
裏
―
地
域
を
支
え
た
中
世
の
人
々
―
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、
参
考
に
し
た
。
特
に
有
馬
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
氏
の
著
書
も
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
る
。
熊
野
水
軍
各
氏
も
、
沿
岸
部
で
遠
見
番
役
を
務
め
る
も
の
、
地
士
と
な
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
っ
た
。
熊
野
水
軍
各
氏
の
近
世
的
な
展
開
に
つ
い
て
も
、
久
木
小
山
家
文
書
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
注
（
（
）
永
島
福
太
郎
「
中
世
の
熊
野
」（『
和
歌
山
の
研
究
（
　
古
代
・
中
世
・
近
世
編
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
八
年
）、
高
橋
修
「
別
当
湛
増
と
熊
野
水
軍
―
そ
の
政
治
史
的
考
察
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
四
六
号
、
一
九
九
五
年
）。
日
置
川
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
　
中
世
編
（
日
置
川
町
、
二
〇
〇
五
年
）、
高
橋
修
編
『
熊
野
水
軍
の
さ
と
―
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
遺
産
―
』
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）、
高
橋
修
「
海
辺
の
水
軍
領
主
、
山
間
の
水
軍
領
主
―
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
成
立
と
そ
の
基
盤
―
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
一
六
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
発
掘
調
査
委
員
会
編
・
刊
『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』（
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。
（
（
）
拙
稿
「
熊
野
水
軍
小
山
氏
を
め
ぐ
る
資
料
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
二
号
、
二
〇
一
六
年
）、
同
「
熊
野
水
軍
小
山
氏
を
め
ぐ
る
資
料
（
（
）
―
神
宮
寺
小
山
家
文
書
―
」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
三
号
、
二
〇
一
七
年
）。
（
（
）
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
史
料
学
の
課
題
―
系
図
・
偽
文
書
・
文
書
―
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年
）。
（
（
）「
特
集
　
紀
南
の
海
と
中
世
の
戦
乱
―
熊
野
水
軍
と
安
宅
氏
・
小
山
氏
―
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
五
六
号
、
二
〇
二
〇
年
）
に
て
、
呉
座
勇
一
「
中
世
熊
野
と
戦
乱
―
文
学
と
歴
史
の
あ
い
だ
―
」、
坂
本
亮
太
「
熊
野
水
軍
と
紀
州
小
山
家
文
書
」、
佐
藤
純
一
「
日
置
川
流
域
と
安
宅
氏
城
館
跡
」
と
し
て
中
間
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
願
い
た
い
。
（
（
）
網
野
善
彦
『
日
本
中
世
史
料
学
の
課
題
―
系
図
・
偽
文
書
・
文
書
―
』（
前
掲
注
（
（
）
。
（
（
）
西
向
小
山
家
の
菩
提
寺
は
古
田
の
六
勝
寺
で
、
成
就
寺
は
江
戸
時
代
に
女
性
が
旦
那
寺
と
し
て
い
た
寺
院
で
あ
る
（
近
世
　
西
向
小
山
家
文
書
三
九
・
四
五
・
四
六
号
な
ど
、
い
ず
れ
も
『
紀
州
小
山
家
文
書
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
五
29
総　論 熊野水軍小山家文書の総合的研究―熊野の海域史・序論―
（
（（
）『
鵜
殿
村
史
』
通
史
編
（
鵜
殿
村
、
一
九
九
四
年
）。
（
（（
）「
鵜
殿
賢
策
系
図
」（
阿
波
国
古
文
書
、『
大
日
本
史
料
』
六
―
三
六
）。
た
だ
し
、「
熊
野
別
当
系
図
」
や
「
鵜
殿
系
図
」
に
記
載
さ
れ
る
人
物
と
の
一
致
は
見
ら
れ
ず
（『
鵜
殿
村
史
』
通
史
編
・
史
料
編
）、
全
く
別
系
統
の
一
族
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、「
鵜
殿
賢
策
系
図
」
に
登
場
す
る
鵜
殿
重
幸
の
子
息
で
あ
る
貞
氏
は
、
経
緯
等
は
不
明
な
が
ら
「
泰
地
兵
庫
頭
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
熊
野
に
出
自
を
も
つ
一
族
と
い
え
よ
う
。
そ
う
い
っ
た
鵜
殿
氏
が
摂
津
、
そ
し
て
阿
波
に
一
族
が
い
た
点
に
注
目
し
た
い
。
（
（（
）
伊
藤
裕
偉
「
鵜
殿
の
中
世
石
塔
群
」（『
ふ
び
と
』
六
六
号
、
二
〇
一
五
年
）。
（
（0
）『
鵜
殿
村
史
』
史
料
編
（
鵜
殿
村
、
一
九
九
一
年
）。
ま
た
近
年
、
鵜
殿
西
遺
跡
の
発
掘
調
査
も
大
規
模
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
待
た
れ
る
。
（
（（
）
冠
賢
一
「
戦
国
期
日
蓮
教
団
の
展
開
―
遠
州
鷲
津
本
興
寺
と
鵜
殿
氏
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
二
―
二
号
、
一
九
七
四
年
）、
煎
本
増
夫
「
家
康
と
国
衆
―
鵜
殿
氏
を
中
心
に
―
」（『
日
本
歴
史
』
四
八
二
号
、
一
九
八
八
年
）、『
鷲
津
本
興
寺
宝
蔵
聖
教
典
籍
目
録
』（
愛
知
県
立
大
学
中
世
史
研
究
会
、
二
〇
二
〇
年
）。
な
お
今
川
氏
旧
臣
の
鵜
殿
氏
に
関
し
て
は
、（
慶
長
十
年
）
正
月
晦
日
付
　
伊
達
政
宗
書
状
（
鵜
殿
兵
庫
頭
氏
長
宛
）（『
市
史
せ
ん
だ
い
』
二
六
号
（
二
〇
一
六
年
）
の
補
二
三
二
号
な
ど
も
あ
る
。
（
（（
）
忽
那
一
族
軍
忠
次
第
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
二
―
二
七
）、
渋
谷
重
名
軍
忠
状
写
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
二
―
三
四
）、
渋
谷
重
興
軍
忠
状
写
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
二
―
三
五
）、「
園
太
暦
」
貞
和
三
年
八
月
条
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
二
―
三
七
号
）
な
ど
。
ま
た
、「
太
平
記
」
の
脇
屋
義
助
の
伊
予
下
向
に
お
い
て
も
、「
熊
野
人
」
の
協
力
を
得
て
、
淡
路
沼
島
、
備
前
児
島
、
そ
し
て
伊
予
へ
と
至
っ
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。
（
（（
）『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』（
前
掲
注
（
（（
）
。
そ
の
ほ
か
、
安
宅
荘
の
宝
勝
寺
・
梵
音
寺
に
十
四
世
紀
半
ば
～
後
半
頃
の
仏
像
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
い
え
よ
う
。
（
（（
）
棟
札
（『
町
史
』
Ⅱ
―
四
―
一
―
一
号
）。
（
（（
）
七
月
二
十
二
日
　
毛
利
元
就
書
状
（
熊
野
本
願
庵
主
文
書
二
号
）、
七
月
二
十
二
日
　
小
早
川
隆
景
書
状
（
熊
野
本
願
庵
主
文
書
三
号
）、
と
も
に
『
熊
野
本
願
所
史
料
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。
（
（（
）
そ
の
ほ
か
、
串
本
町
大
島
に
は
浅
間
山
の
宝
篋
印
塔
が
残
り
、（
岡
山
県
産
）
コ
（
（（
）
文
和
三
年
二
月
　
日
　
橘
頼
貞
・
清
原
氏
実
寄
進
状
（
泉
福
寺
文
書
「
阿
波
国
徴
古
雑
抄
」、『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
　
Ⅱ
部
　
第
一
章
文
献
史
料
　
一
編
年
史
料
　（
二
）
鎌
倉
・
南
北
朝
・
室
町
時
代
　
四
二
号
、
以
下
『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
か
ら
引
用
す
る
場
合
は
、『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
二
―
四
二
の
よ
う
に
略
す
）。
（
（（
）
住
持
記
、
愚
中
周
及
規
式
写
（
と
も
に
仏
通
寺
文
書
、『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
Ⅳ
、
一
九
七
八
年
）。
愚
中
周
及
は
留
心
安
久
の
師
で
あ
り
、
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
生
ま
れ
で
、
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）
に
八
七
歳
で
没
し
た
と
い
う
（
福
家
清
司
「
勝
瑞
津
と
聖
記
寺
の
創
建
」（
石
井
伸
夫
・
仁
木
宏
編
『
守
護
所
・
戦
国
城
下
町
の
構
造
と
社
会
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。
な
お
、
留
心
安
久
は
丹
波
天
寧
寺
の
住
持
で
も
あ
り
、
常
に
は
丹
波
に
い
た
の
だ
ろ
う
と
す
る
。
（
（（
）
福
家
清
司
「
勝
瑞
津
と
聖
記
寺
の
創
建
」（
前
掲
注
（
（（
）
。
（
（0
）『
日
本
城
郭
大
系
（（
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
九
年
）、『
徳
島
県
の
中
世
城
館
』（
徳
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）。
（
（（
）
文
和
三
年
二
月
　
日
　
橘
頼
貞
・
清
原
氏
実
寄
進
状
（
泉
福
寺
文
書
「
阿
波
国
徴
古
雑
抄
」、『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
二
―
四
二
号
）。
（
（（
）『「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道
」
調
査
報
告
書
（
　
阿
波
遍
路
道
　
鶴
林
寺
道
・
太
龍
寺
道
・
い
わ
や
道
』（
徳
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
西
本
（
大
川
）
沙
織
「
阿
南
市
那
賀
川
町
工
地
の
花
崗
岩
製
丁
石
に
つ
い
て
」
（『
史
窓
』
四
四
号
、
二
〇
一
四
年
）。
（
（（
）
暦
応
三
年
三
月
十
四
日
　
足
利
尊
氏
御
教
書
写
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
二
―
三
〇
号
）。
（
（（
）
貞
和
三
年
十
月
二
十
九
日
　
畠
山
国
清
軍
忠
催
促
状
写
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
二
―
三
九
号
）。
（
（（
）『
徳
島
県
の
中
世
城
館
』（
徳
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）。
（
（（
）
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
那
賀
川
上
流
部
に
は
、
湯
浅
氏
な
ど
の
移
住
伝
承
が
あ
り
、
熊
野
信
仰
の
広
が
り
と
の
関
わ
り
も
注
目
さ
れ
て
い
る
（
長
谷
川
賢
二
「
阿
波
と
紀
伊
の
文
化
的
交
流
―
熊
野
信
仰
に
関
わ
る
往
来
と
移
住
伝
承
―
」
（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
港
津
と
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）。
那
賀
川
河
口
部
に
熊
野
の
武
士
た
ち
の
所
領
が
設
定
さ
れ
、
城
館
跡
と
伝
え
ら
れ
る
地
が
残
る
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
30
（
（（
）
中
世
都
市
研
究
会
編
『
港
津
と
権
力
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
で
は
、
「
紀
伊
水
道
内
海
世
界
」
を
設
定
す
る
が
、
瀬
戸
内
―
阿
波
―
京
都
・
大
坂
を
つ
な
ぐ
人
と
モ
ノ
の
動
き
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
紀
伊
―
阿
波
の
地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
課
題
が
残
る
。
そ
の
点
、
紀
伊
に
お
け
る
考
古
学
的
な
成
果
の
整
理
も
含
め
、
紀
伊
半
島
に
お
け
る
人
・
モ
ノ
の
動
き
に
関
わ
る
基
礎
資
料
の
提
示
が
ま
だ
求
め
ら
れ
て
い
る
段
階
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
先
に
、
各
海
域
と
の
交
流
史
が
描
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
、
紀
伊
半
島
が
果
た
す
役
割
は
重
大
で
あ
る
。
ゴ
メ
石
製
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
（
（（
）
三
月
十
三
日
　
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
三
―
九
五
）、
四
月
十
九
日
　
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
三
―
九
六
）、
文
禄
二
年
三
月
十
日
　
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
三
―
九
八
）、
文
禄
二
年
五
月
二
十
日
　
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
写
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
三
―
九
九
）、
文
禄
四
年
正
月
十
五
日
　
高
麗
国
出
陣
人
数
帳
（『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
三
―
一
〇
〇
）
な
ど
。
（
（（
）「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
長
禄
四
年
五
月
二
五
日
条
。
な
お
、
梶
原
氏
は
、
明
徳
の
乱
で
山
名
義
理
が
熊
野
（
当
初
の
目
的
は
鎌
倉
も
し
く
は
備
後
を
目
指
す
）
へ
落
ち
行
く
際
、
冷
水
浦
の
大
船
・
水
主
を
雇
い
、
由
良
ま
で
乗
船
さ
せ
て
い
る
（『
明
徳
記
』。
た
だ
し
反
逆
者
を
船
に
載
せ
た
か
ど
で
商
売
に
支
障
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
水
主
た
ち
の
反
対
も
あ
り
、
途
中
の
由
良
湊
で
下
船
さ
せ
ら
れ
て
い
る
）。
（
（（
）
永
原
慶
二
「
伊
勢
・
紀
伊
の
海
賊
商
人
と
戦
国
大
名
」（『
永
原
慶
二
著
作
選
集
六
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
真
鍋
淳
哉
「
海
か
ら
見
た
戦
国
時
代
―
北
条
水
軍
梶
原
氏
の
動
向
―
」（『
列
島
の
文
化
史
』
一
一
号
、
一
九
九
八
年
）、
上
野
尚
美
「
後
北
条
水
軍
梶
原
氏
と
紀
伊
」（『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
二
六
号
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。
な
お
、
後
北
条
氏
に
雇
わ
れ
、
三
浦
半
島
に
移
り
、
安
房
里
見
氏
と
の
海
戦
で
活
躍
し
た
人
物
の
な
か
に
安
宅
紀
伊
守
も
見
ら
れ
る
。
（
（0
）
永
禄
十
一
年
七
月
十
四
日
　
北
条
家
朱
印
状
写
（『
紀
伊
続
風
土
記
』）。
ま
た
上
記
文
書
と
関
連
す
る
か
検
討
を
要
す
る
が
、
帰
国
を
認
め
ら
れ
る
も
、
来
年
中
に
「
国
本
儀
相
調
」
え
た
う
え
で
、
在
国
の
証
文
を
進
上
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
（
北
条
氏
康
書
状
写
、『
紀
伊
続
風
土
記
』）。
（
（（
）
天
正
十
四
年
三
月
二
十
三
日
　
北
条
家
朱
印
状
写
（
梶
原
家
文
書
「
紀
伊
続
風
土
記
」
所
収
、『
町
史
』
Ⅱ
―
一
―
三
―
八
五
）。
（
（（
）
太
田
宏
一
「
雑
賀
渡
海
衆
―
石
山
合
戦
期
を
中
心
と
し
て
―
」（『
和
歌
山
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
九
九
年
）。
（
（（
）
高
橋
修
「
新
出
の
「
村
上
武
吉
過
所
旗
」
に
つ
い
て
（
上
）（
下
）」（『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
四
・
五
号
、
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
〇
年
）。
（
（（
）
武
内
雅
人
「
佐
武
伊
賀
働
書
」
史
料
解
題
の
改
訂
お
よ
び
補
遺
」（『
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
・
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
三
二
号
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。
そ
の
ほ
か
、
五
月
二
日
　
椎
箸
良
包
書
状
（『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
三
　
米
良
文
書
一
〇
二
五
号
）。
31
総　論 熊野水軍小山家文書の総合的研究―熊野の海域史・序論―
